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【背景・ねらい】真珠漁場の水質をイケチョワガイの成長時期を通じて定期的に調査する

ことにより、長期的な漁場環境の変動状況を把握し、真珠漁場の環境を評価するための

パックデータを得る。

【成果の内容・特徴】

1 .西の湖内の母貝組合漁場内の 1定点において平成6年4月から11月まで毎月下旬に

1回、水質およびプランクトン組成について調査を行った。ただし、 7月は調査を行わな

かった。

2. pHは7.52"'-'9.15の範囲であった。最大値は8月に観測されたが、 10月にも9.10

の比較的高い値が観測された。

3. S Sは4.4mg/l(10月27日)"'-'12. Omg/l (9月30日)の範闘であった。 6月以外は粒径

20μm以下の粒子が全体の7日以上を占めていた。 6月は粒径20μm以下の粒子の占める割

合が48.8%で、大型の懸濁粒子が多いことが示唆された。

4. 1 Lは1.4 (5月30日)"'-'4. 2mg/l (11月28日)の範囲であった。 値の範囲は、ほぼ昨年

度並み(1.4"'-'5. 4mg/l)であった。 6月を除くと 1Lの内、粒径20μm以下の粒子が全体の

71"'-' 1 00覧を占めていた。 6月は粒径20μm以下の粒子の占める割合が41.2%で、大型の懸

濁有機物が多いことが示唆された。

5. クロロフィルaは4.17 ( 8月30日)"'-'28. 87μg/1(11月28日)の範囲であった。値の

範囲は昨年度 (6.65"'-'27.98μg/l)および一昨年度並み(5.53"'-'28. 83μg/l)であった。

6月を除くと、クロロフィルaの内、粒径20μm以下の粒子の分画が全体の68"'-'88%を占

めていた。 6月は20μm以下の粒子の占める割合が48.7%でSSや 1Lの結果と同様、大

型の植物プランクトンが多いことが示唆された。顕微鏡観察ではクリプトモナスやロドモ

ナスなどの小型の鞭毛藻類の他に、プランクトスフエリアやベディアスツルムなど、比較

的大型の群体を作る緑藻類が観察された。

【成果の活用面・留意点】本年度は、琵琶湖の水位が大幅に低下したため、西の湖の水位

を維持するために琵琶湖との問の水門が 7月から閉鎖された。また 8月以降、沈水植物の

フサジュンサイが多量に繁茂している状況が認められた。これらの条件の変化が西の湖の

水質やプランクトン組成などの漁場環境にどのような影響を与えるか、今後も調査を継続

して見守る必要がある。
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表1 平成6年度西の湖水質環境調査結果 西の湖母貝組合漁場内
項目 単位 5/30 6/27 8/30 9/30 10/27 11/28 
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1181151.285.4 4 5 4 o cm 
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水質 00 % 99.0 85.5 105.0 112.8 97.7 121. 8 
N H4-N mg/l 0.02 0.17 0.12 0.07 0.210 5 

.ー江も007B.-051f3 1 2 s 0.014 0.025 0.038 0.002 
03-N mg/l 0.50 o. 61 o. 70 0.02 
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P04-P mg/l 0.006 0.022 0.008 0.013 0.021 0.0428 9 0.0713 7 
T P mg/l 0.099 0.046 0.102 0.048 0.0 0.0 
S S mg/l 7.8 7.0 8.2 5.0 
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植物プランクトン細胞数/ml
Melosir，αgr，αnulαtα 20 8 

............•.. -・・・........... ............... ............... 
.f..:.q_B.t.!q_:.!.q_.~:.q_~?!!.~，!~投...・H・- 9 

g>'::..?~~8.!?!:q_..'!E1:!.~!.'!.'!!.1:!.~…...... 
Mのlic空la怨:…・..
Cryptomonas sp. 2600 5 46 8 24 226 625 

MRhooldloommoonnoos s sp. 5800 580 100 280 820 2400 1240 
6 H・H・....…………..……..….“.~P..:…..

目白色照点~~ß..l:?!!~.... ・H ・... 32 
Planktosphaeria gelatinosa 100 40 
Pediastrum biwae 213 
-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.......................................-・・・・・・・・・・・・・・-・・・・・・・・..................... -・・・・・・・・・・・・・・ ............... ............... 
IActinastrum hantzschii 8 
-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..................................._.............................. ............... ............... -・・・・・・・・・.................... 
IAnkistrodesmus fiαlcαtus 3 
St，αurastrum dorsidentiferum 2 

87 -


	h6086
	h6087

